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芸
術
創
造
の
原
理
的
視
点

松

岡

暁

洲

芸
術

は
如
何
に
創
造
さ
れ
る
の
か
。
そ
の
原
理
的
視
点
を
天
台
性
具

思
想

に
探

っ
て
み
た
。

〈
十
界
互
具

・
百
界
千
如
〉

十
界
と
は
浅
き
境
界
よ
り
深
き
境
界

へ
至
る
十
種

の
生
命
境
界
で
あ

り
、
生
命
境
界
は
人
間
の
行
動
の
在
り
方
を
決
定
づ
け
る
。
こ
れ
を
順

観
す
れ
ば
向
上
解
脱

へ
の
過
程
と
な
り
、
逆
観
す
れ
ぽ
向
下
堕
落
の
あ

り
さ
ま
と
な
る
。
こ
こ
に
い
う
生
命

と

は
、
心
、
意
識
、
精
神
、
感

情
、
想

念
、
思
考
な
ど
の
心
的
諸
活
動

の
根
底
的
包
括
総
称
で
あ
る
。

人
界
は
十
界
の
中
間
に
置
か
れ
、
中
間
者
と
し
て
位

置
づ

け
ら

れ

る
。
人
間
に
は
仏
界
を
目
指
し
、
生
命
を
飛
翔

・
向
上
さ
せ
よ
う
と
す

る
上
昇
希
求
と
、
自
ら
を
破
壊

・
破
滅

へ
と
誘
う
下
降

志
向

と
が

あ

る
。
仏
道
修
行
は
、
地
獄
界
か
ら
天
界
ま
で
の
六
道
を
輪
廻
す
る
凡
夫

の
生
命

の
傾
向
性
か
ら
脱
却
し
て
、
尊
極
の
仏
界
を
目
指
す
こ
と
で
あ

る
。
尊

極

・
至
高

の
生
命
境
界
で
あ
る
仏
界
に
到
達
す
る
こ
と
を
希
求

す
る
の
は
、
生
命

に
備
わ

っ
た
普
遍
的
な
力
用
で
あ
り
、
こ
の
生
命
に

内
在
す
る
普
遍
的
力
用
が
、
芸
術
創
造
を
可
能
と
す
る
。

第
七
界

の
声
聞
界
の
生
命
特
質
は
、
先
達
、
善
知
識

の
声
に
教
え
を

聞
き
、
断
ら
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
第
八
界

の
縁

覚
界
は
、
飛
花

・
落
葉
に
も
の
ご
と
の
兆
し
を
感
受
し
、
そ
こ
か
ら
普

遍
的
、
原
理
的
法
則
性
を
見
い
だ
そ
う
と
す

る
生
命
特
質
を
持
つ
。
九

番
目
の
菩
薩
界
の
特
質
は
利
他
性
で
あ
る
。
声
聞

・
縁
覚
の
二
乗
の
生

命
を
克
服
し
て
、
自
利
に
留
ま
ら
ず
他
に
貢
献
す
る
こ
と
を
願
う
利
他

の
生
命
で
あ
る
。
究
極
の
仏
界
は
い
わ
く
言

い
難
き
境
界
と
さ
れ
、
具

足

・
円
満
の
理
想
的
境
界
と
さ
れ
る
。

十
界
は
最
低
境
界
か
ら
尊
極
の
境
界
ま
で
段
階
的
に
置
か
れ
て
い
る

が
、
そ
の
移
行
は
段
階
的
で
は
な
い
。
十
界
そ
れ
ぞ
れ
が
互
い
に
十
界

を
備
え
て
い
る
か
ら
、

一
つ
の
界
か
ら
他
の
界

へ
の
移
行
は
瞬
時
的
で

あ
る
。
こ
れ
を
十
界
互
具
と
い
い
、
十
界
は
互
具
し
て
百
界
と
な
る
。

十
界
と
十
界
と
を
繋
ぎ
、
瞬
時
の
移
行
を
可
能
に
し
て
互
具
を
形
成

す
る
の
が
十
如
で
あ
る
。
十
如
と
は
、
相

・
性

・
体

・
力

・
作

・
因

・

縁

・
果

・
報

・
本
末
究
寛
等
の
十
を
い
う
。
仏
教
教
説
の
根
幹
を
な
す
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二
六
六

の
は
縁
起
で
あ
る
が
、
性
具
思
想
に
お
い
て
も
、
縁
は
重
要
な
意
味
を

持

つ
。

生
命
に
本
具
す
る
十
界

い
ず
れ
か
の
境
界
顕
現
に
は
、
外
界

の

縁
を
必
要
と
す
る
。

例
え
ば
人
界
の
衆
生
が
、
生
命
外
在
の
修
羅
界
に
縁
し
た
場
合
、
人

間
界
に
内
具
す
る
修
羅
界
は
果

・
報
と
し
て
顕
現
す
る
。
果
は
生
命
内

在
の
果

で
、
自
己
の
胸
中
に
湧
き
出
た
修
羅
界
で
あ
る
。
報
は
生
命
外

在
の
果
で
、
十
如
の
初
め
の
相
に
修
羅
の
相
と
し
て
顕
現
す
る
。
報
は

依
正
に
分

か
れ
る
。
依
報
は
環
境
世
界
で
あ
り
、
正
報
は
生
命
主
体
で

あ
る
。

こ
の
依

・
正
は
不
二
の
関
係
に
あ
り
、
主
体
と
環
境
世
界
は
相

関
関
係

に
あ

っ
て
、
環
境
世
界
は
各
境
界
に
応
じ
て
生
命
主
体
に
感
じ

取
ら
れ

る
。
不
二
は
固
定
的

に
同
じ
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
而
二
不

二

・
不

二
而
二
で
互
い
に
影
響
し
合
う
縁
起
の
関
係
を
い
う
。

本
末

の
相
と
報
が
究
寛
し
て
等
し
い
と
は
、
「
是
の
如
く
」
相

か
ら

報
ま
で

一
貫
し
て
、
修
羅
界
の
当
体
と
な
る
こ
と
を
い
う
。
修
羅
界
の

当
体
が
天
界
に
縁
す
れ
ば
、
直
ち
に
本
末
究
寛
等
で
、

一
貫
し
て
天
界

の
当
体
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
十
如
は
十
界
と

十
界

と
を

結
び
、
循

環

・
連
鎖

し
て
互
具
を
形
成
す
る
。
互
具
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
最
低

の
地
獄
界

か
ら
―尊
極

の
仏
界
ま
で
の
各
界

へ
、
瞬
時
に
転
変

・
変
化
し

得
る
可
能
性
が
示
さ
れ
る
。

現
象
界

に
あ
る
も
の
ご
と
の
全
て
が
、
十
界
の
い
ず
れ
か
に
収
ま
る

か
ら
、

一
切
の
芸
術
作
品
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
十
界
い
ず
れ
か
の
境
界
を

顕
現
し
た
存
在
と
な
る
。
作
品
そ
れ
ぞ
れ
が
、
い
ず
れ
も
十
界
互
具

・

百
界
千
如

・
三
千
世
間
の
当
体
で
あ
り
、
生
命
の
普
遍
的
法
則
性
で
貫

か
れ
て
い
る
。
地
獄
界
の
芸
術
、
餓
鬼
界
の
芸
術
等
々
、
十
界
そ
れ
ぞ

れ
の
境
界
の
芸
術
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
三
悪
道
、
四
悪
趣

の
生
命
境
界
を
顕
現
し
て
い
る
も
の
は
芸
術
と
呼
ぶ

こ
と

は
で
き

な

い
。
尊
極

・
至
高
の
境
界
を
希
求
す
る
生
命

の
発
露
が
芸
術
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
声
聞

・
縁
覚
の
二
乗
界
は
特
殊
的

で
あ

る
。
技
術

や
知

識
、
あ
る
い
は
理
論
を
重
視
す
る
と
い

っ
た

二
乗
界
の
持
つ
生
命
傾
向

は
、
手
段

へ
の
着
目
で
あ
り
、
目
的
そ
の
も

の
へ
の
軽
視
に
つ
な
が
る

か
ら
で
あ
る
。

優
れ
た
芸
術
作
品
は
、
確
か
な
る
存
在
感
、
独
特
の
風
格
、
雰
囲
気

を
た
た
え
て
い
る
。
音
楽
、
美
術
、
文
学
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
優
れ

た
芸
術
に
触
れ
た
時
、
我
が
心
に
共
感
の
波
動
が
広
が
り
、
胸
中
の
琴

線
は
共
鳴
し
て
感
動
が
拡
大

・
揚
躍
し
て
い
く
。
そ
の
芸
術
作
品
が
顕

現
し
て
い
る
生
命
境
界
が
、
見
る
も
の
、
聴
く
も
の
の
生
命
に
波
動
を

与
え
る
故
で
あ
る
。
作
品
に
み
な
ぎ
る
尊
極

の
生
命
境
界

へ
の
希
求
力

が
外
縁
と
な
り
、
見
る
も
の
、
聴
く
も
の
の
生
命
に
果

・
報
を
生
じ
感

動
を
生
む
。
優
れ
た
芸
術
作
品
に
内
在
す
る
生
命
向

上

へ
の
希

求
力

が
、
我
が
胸
中
に
も
発
動
す
る
の
で
あ
る
。

芸
術
の
創
造
は
人
間
の
本
然
的
営
み
で
あ
る
。
芸
術
創
造
を
な
さ
し

む
る
要
因
は
、
芸
術
に
お
け
る
至
高

・
究
極

の
境
界
を
求
め
、
そ

の
境

界
に
到
達
す
る
こ
と
を
願
う
生
命
の
希
求
力

に

よ
る
。
こ

の
希

求
力

は
、
人
間
生
命
に
内
在
す
る
生
命
の
普
遍
性

で
あ
る
。
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二
六
七

芸
術
作
品
を
正
し
く
評
価
す
る
た
め
に
は
、
鑑
賞
者
は
常

に
至
高

・

究
極
の
境
界
を
目
指
す
開
か
れ
た
生
命
状
態
で
あ
ら
ね
ぽ
な
ら
な
い
。

閉
じ
た
命
、
苦
悩
に
染
ま

っ
た
境
界
で
は
、
優
れ

た
芸
術

に
接

し
て

も
、
感
動
を
生
ず
る
こ
と
は
な
い
。
下
降
後
退
の
命
で
、
作
品
の
正
当

な
評
価

は
で
き
な
い
。

〈
三
千
世
間
〉

性
具
思
想
は
、
十
界
い
ず
れ
か
の
生
命
境
界

に
あ

る

一
切

の
存
在

が
、
い
ず
れ
も
自
己
展
開
の
場
と
し
て
、
五
陰
世
間
、
衆
生
世
間
、
国

土
世
間

の
三
つ
の
場
を
有
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
三
世
間

は
、
主
体
と
客
体
、
作
者
と
作
品
、
作
品
と
鑑
賞
者
の
在
り
方
に
示
唆

を
与
え
る
。
世
間
と
は
、
世
が
時
間
、

間
が

空
間
を

意
味

し
、
時
間

的
、
空
周
的
差
異
を
い
う
。
世
間
と
は
差
別
の
意
で
あ
る
。
衆
生
世
間

は
心
身
、
国
土
世
間
は
環
境
で
、
衆
生
世
間
と
国
土
世
間
は
、
五
陰
世

間
を
構
成
要
素
と
す
る
。

五
陰
と
は
色
、
受
、
想
、
行
、
識
で
、
色
は
肉
体
、
受

は
感

覚
器

管
、
想

は
想
念
思
考
作
用
、
行
は
意
志
、
識
は
意
識
、
認
識
作
用
で
あ

る
。
五
陰
世
間
は
、
十
界
そ
れ
ぞ
れ
の
五
陰
に
、
各

々
違
い
が
あ
る
こ

と
を
示
し
、
心
身
の
差
別
相
の
こ
と
で
あ
る
、
人
間
の
内
面
に
あ
る
感

性
、
感
受
性
、
能
力
、
才
能
な
ど
の
差
異
で
あ
る
。
こ
の
五
陰
に
よ

っ

て
衆
生
世
間
と
国
土
世
間
が
構
成
さ
れ
る
。

五
陰

は
主
体
を
構
成
す
る
と
と
も
に
、
受
を
通
し
て
外
界
を
受
容
す

る
。
受
と
は
、
眼

・
耳

・
鼻

・
舌

・
身
の
五

根

で
そ

の
対

境
は
色

・

声

・
香

・
味

・
触
の
五
境
で
あ
る
。
五
根
は
五
境
を
受
容
し
、
衆
生
世

間
を
形
成
す
る
。
主
体
と
環
境
、
す
な
わ
ち
見
る
も
の
と
見
ら
れ
る
も

の
、
聴
く
も
の
と
聴
か
れ
る
も
の
等
は
、
縁
起
の
関
係
に
あ
る
。
外
界

と
自
己
主
体
は
絶
え
ず
縁
起
し
な
が
ら
衆
生
世
間
を
構
成
す
る
。

衆
生
世
間
は
五
陰
に
仮
り
に
名
付
け
た
も

の
で
、
各
人
の
個
性
、
風

格
、
存
在
感
の
差
異
を
形
成
す
る
。
国
土
世
間
と
は
、
生
命
主
体
の
境

界
に
応
じ
て
、
そ
の
生
命
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
環
境
の
差
異
で
あ
る
。

衆
生
世
間
が
正
報
、
国
土
世
間
が
依
報
と
な

る
。

作
品
と
作
者
は
、
依
正
不
二
の
関
係
で
あ
り
、
作
り
手
の
生
命
境
界

と
作
品
は
相
関
関
係
に
あ
る
。
作
者
の
生
命
境
界
は
、
そ
の
ま
ま
作
品

の
上
に
現
れ
る
。
作
品
の
完
成
度
は
、
至
高

・
究
極
の
芸
術
境
界
到
達

ま
で
の
段
階
に
相
応
す
る
。
理
想
と
す
べ
き
芸
術
作
品
は
、
究
極
の
境

界
、
あ
る
い
は
限
り
な
く
そ
の
境
界
に
近
似

し
た
境
界
か
ら
顕
現
さ
れ

た
作
品
で
あ
る
。

一
切
諸
法
は
、
自
己
の
生
命
外
界
の
縁
と
な
る
。
我

々
を
取
り
巻
く

環
境

・
風
土
は
五
根
に
よ

っ
て
生
命
主
体
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
各
人
の

五
陰
の
差
異
に
よ

っ
て
、
各

々
異
な

っ
た
衆
生
世
間
を
形
成
す
る
。
環

境

・
風
土
は
人
間
に
影
響
し
、

一
個
の
人
間

は
環
境

・
外
界
に
絶
え
ず

働
き
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
を
形
成
す
る
。
十
界

い
ず
れ
の
界
に
も

三
世
間
な
き
と
こ
ろ
な
く
、
十
界
の
諸
法

一
々
に
こ
の
三
種
世
間
が
具

せ
ら
れ
て
、
三
千
世
間
と
な
る
の
で
あ
る
。
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二
六
八

〈
仏
と
神
〉

音
楽

は
も
と
よ
り
、
諸
芸
術
に
は
宗
教
的
祭
儀
と
不
可
分

の
関
係

に

あ
る
芸
術
を
多
く
指
摘
で
き
る
。
芸
術
は
宗
教
の
世
界
と
不
離
の
関
係

に
あ
る

こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
芸
術
と
宗
教
が
、
と
も
に
尊
極
の
生
命

を
目
指

し
て
向
上

・
上
昇
を
願
う
、
人
間
生
命
の
希
求
力
に
よ

っ
て
生

み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
芸
術
の
創
作
力
が
、
人
間
生

命

の
普
遍
性
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
故
に
、
地
域
や
風
土
の
相
違
に

よ

っ
て
、
そ
の
本
質
を
変
え
る
こ
と
は
な
い
。
芸
術
に
国
境
は
な
く
、

音
楽
は
世
界
の
共
通
語
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

仏
界

の

「
仏
」
は
、
「神
」

に
置
き
換
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
の
神
は
狭
義
の
キ
リ
ス
ト
教
の
神
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
立旦
楽
芸

術

の
分

野
で
は
、

べ
:
ト
ー
ヴ

ェ
ン
を
初
め
西
洋
音
楽
に
大
き
な
足
跡

を
残
す

音
楽
家

の
多
く
が
求
め
た
神
は
、
限
定
さ
れ
た
教
会
に
お
い
て

体
験
す

る
神
で
は
な
か

っ
た
。
「
音
楽
に
あ

っ
て
は
、
神
は
他

の
人

々

よ
り
も
ず

っ
と
私

に
近

い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、
私
は
よ
く
知

っ
て
い

る
。
私

は
恐
れ
る
こ
と
な
し
に
神
と
交
わ

っ
て
い
る
。
音
楽
の
啓
示
に

よ

っ
て
解
き
明
か
さ
れ
る
も
の
は
、
神
聖
な
る
も

の

へ
の
帰

依

で
あ

る
」
こ
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
言
葉
か
ら
、
彼
が
教
派
の
枠
を
超
え
た

神
を
確
信
す
る
理
神
論
的
立
場
に
あ

っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

「
お
お
友
よ
、
こ
の
よ
う
な
調
べ
で
は
な
い
。
も

っ
と

快

い
、
歓
喜

に
満
ち

た
も
の
を
歌
お
う
で
は
な
い
か
」
と
の
呼
び
か
け
は
、
至
高

・

究
極
の
芸
術
的
境
界

へ
、
彼
自
身
の
生
命
を
上
昇

・
向
上
さ
せ
、
そ
れ

と
の
合

一
を
願
う
願
望
を
率
直
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
、・・
サ

・
ソ

レ
ム

ニ
ス
の
キ
リ
エ
の
総
譜
冒
頭
に
記
し
た

「
心
よ
り
い
で
て
、
再
び

心
へ
入
り
ゆ
か
ん
こ
と
を
」
の
言
葉
も
、
神

の
心
に
叶
う
ま
で
に
高
め

ら
れ
た
芸
術
性
が
、
神
を
媒
介
に
し
て
、
再
び
人
間
の
心

へ
入
り
ゆ
く

こ
と
を
願

っ
た
言
葉
と
解
さ
れ
る
。

彼
ら
は
自
ら
に
直
接
つ
な
が
る
存
在
と
し
て
の
神
を
確
信
し
、
そ
れ

に
対
す
る
ゆ
る
ぎ
な
い
信
仰
を
持

っ
て
い
た
。
か

っ
て
、
バ

ッ
ク

ハ
ウ

ス
は
べ
ー
ム
と
の
演
奏
に
際
し
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
音
楽
に
対
す
る

解
釈
は
異
な
る
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
音
楽
を
通
し
て
、
神
の
心
に

近
づ
こ
う
と
す
る
点
で

一
致
す
る
。
だ
か
ら
協
奏
曲
が
可
能
で
あ
る
と

語

っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
神
と

の
合

一
を
願
う
希
求
力
、
至
高

・
究
極

の
芸
術
的
境
地

へ
の
希
求
力
は
、
個
性
、
音
楽
観
が
異
な
る
二
人
の
芸

術
家
を
結
び
付
け
、
聴
く
者
を
も
そ
の
芸
術
境
界

の
高
み
に
誘
う
。

至
高
の
境
地
を
希
求
す
る
生
命

に
内
在
す
る
普
遍
性
は
、
民
族
や
国

境
の
枠
を
超
え
、
時
空
を
超
え
て
人
間
と
人
間
と
の
心
を
つ
な
ぐ
。
芸

術
を
媒
介
に
し
て
人
間
同
士
が
融
合
共
和
し
た
姿
に
は
、
人
類
の
限
り

な
き
希
望
と
、
確
か
な
る
平
和

へ
の
基
盤
が

あ

る
。
天
台

性
具

思
想

は
、
人
間
生
命
に
光
を
当
て
て
、
そ
の
確
か
な
る
構
造
を
明
ら
か
に
示

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

〈
キ

ー
ワ
ー
ド
〉
芸
術
創
造

の
原

理
的
視

点
、

天
台
性
具
思
想
、

生
命

の
希

求
力

(
立
命

館
大

学
)
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